

















課・事務）の 12 名で，医師 4 名，歯科医師 1 名，薬剤師 2 名，看護師 4 名，事務 1 名で構成された．
　第 6 陣の活動目標









　午前  6 時：起床（厳守） 17 時：宿泊所（山田南小学校）に戻る（厳守）
　　　  7 時頃～朝食 18 時：山田地区医療救護班連絡会議参加
　　　  8 時：出発 　　　（隊長・事務・歯科医師以外の隊員は順番で全員参加）
　　　　　　 業務 19 時：山田町保健師とのカンファレンス・夕食
　　　 12 時：昼食・休憩 20 時：夜間ミーティング





域在宅訪問）（2 ～ 3 日に 1 回）
　・山田町市内（善慶寺，龍昌寺の避難所およびその周辺民家への往診）（3 日に 1 回）
　・山田病院周辺地区（山田北小学校避難所往診）（3 日に 1 回）



















うになったと判明した．また，地元の開業医である近藤医院が 4 月 11 日を目途に，旧山田病院を拠点に診
療業務を行う旨の報告があった．


























































　・第 7 陣との申し送り⇒隊員は 17 時 30 分に帰路バスにて出発．






































































　2011 年 3 月 11 日に起こった東日本大震災の被災
に対して，昭和大学医療救援チームの一員として 4
月 4 日～ 10 日までの間，岩手県山田町にて行われ

























































   山田高校保健室（歯科診療所）
　診療人数（4/5 ～ 4/9）
　合計 87 名
　（4 月 7 日から航空自衛隊歯科診療チームが参加
































第 6 陣の活動期間中に 87 名の診療を行ったが 87％
が義歯補綴系で，仮の義歯製作は 35 床にのぼった．
　本来，義歯を製作するには 5 ～ 6 回の受診と 20
時間を越える工程が必要となり，患者は 1000 時間
以上待たねばならないこともある．今回製作した仮













































　2011 年 4 月 4 日から 4 月 10 まで昭和大学医療救
援隊第 6 陣として活動をいたしました．




　4 月 5 日，4 月 6 日及び 4 月 9 日は岩手県立山田
病院での診療チームに配属され，病院での調剤業務
が中心でした．日によって患者数に差はありました






























































　　16：00 ～ 18：00　第 5 陣との引き継ぎ
　4/5（火）




　　 8：30 ～ 14：00　 織笠地区避難所の往診に同
行．9名の診察・調剤を行っ
た．
　　15：00 ～ 16：00　 保健師さん達と，往診時の
優先治療者の選抜等につい
て会議






　　18：00 ～ 19：00　 山田地区医療救護班連絡会
議出席
　4/9（土）



















収縮期血圧が 150 mmHg 以上という人が多く，中





























　日程：平成 23 年 4 月 4 日～ 4 月 10 日
　1．活動時間・活動内容
　山田南小学校を拠点に 1 週間医療活動をした．
　 1 日の流れとしては 6 時に起床し，朝食・ミー




























































































































　日程：4 月 4 日～ 4 月 10 日
　1．活動時間・活動内容
　 8 時～ 16 時 30 分：山田病院での診療介助，避
難所での往診介助
　18 時～ 19 時：医療者全体での活動内容報告会




























　日程：4 月 4 日～ 10 日（第 6 陣）
　スタッフ：医師 4 名（理学療法，救急，循内，精
神），看護師 4 名（ICU×2，N8，N11），
薬剤師 2 名，事務 1 名
　1．活動時間・活動内容
　・山田病院外来診療 9 時～ 12 時 14 時～ 16 時
　　アナムネ聴取，バイタルサインの計測，外来診
察の介助，内服薬の薬袋詰め．





































　1．日程：平成 23 年 4 月 4 日（月）～ 10 日（日）
　活動時間：9 時～ 16 時
　活動内容：岩手県立山田病院にて診療介助及び健
康相談及び指導
（医師 1 名，薬剤師 1 名，看護師 2 名）
岩手県山田町山田北小学校にて医療巡
回の診療介助及び健康相談及び指導


























































への定期報告（9 時，13 時，17 時）をする連絡係
として活動していました．





















した．しかし，4 月 6 日（水）宮城県沖震度 6 強の
地震による東北全域の停電の体験．そして津波警報
による町民の避難を実際に自分の目で見たことは，
津波による被害等を目の当たりにしているにもかか
わらず，自分の身を守るために一番必要な情報収集
及び確認を怠っていたこと，そして余震が続く中で
もどこかに「大丈夫だろう」という気持ちの緩みが
あり，深く反省させられた出来事でした．救援隊に
行くからには，自分の役割を果たすことも大切であ
るが，自分および隊員の身の安全にも配慮する必要
があり，そのためには事前の情報収集，避難経路の
把握等の情報共有が必要不可欠であると思いまし
た．
　また実際救援活動を行ってわかったことは，何を
したらよいか，何ができるかはその現地に入っては
じめてわかることであり，求められていること，す
べきことはその時々によって異なるのである．まさ
にそれが災害医療であると痛感しました．そしてそ
れらを臨機応変にこなすためにも，まさに昭和大学
が目指している「チーム医療」が有効であったとお
もいました．今回の救援隊に携わった経験は私に
とっても大きな財産であり，今後の実務に活かせら
れたらと思います．
